
 

 
 
 
 
 
 

 『夢は大きく、声はもっと大きく』 

                                練馬区立石神井台小学校 

                                                         校長    海老原  誠 

 今年度のまとめの時期になりました。保護者・地域の皆様には、この感染症拡大の状況でご理解ご

協力いただきましてありがとうございます。また、「学校教育活動に関するアンケート」や「作品発

表会感想」なども寄せていただきました。教育活動の充実は、学校だけでできるものではありません。

家庭や地域の力も大きく影響します。今年度も本校には多方面からご支援をいただき感謝に堪えませ

ん。多くのご意見や皆様の思いを来年度の計画に活かしていきたいと考えております。今後ともご支

援ご協力よろしくお願いいたします。 
 
 さて、表題は、以前、落語家の三遊亭円窓師匠とお会いした時に師匠が色紙に書いてくださったも

のです。これは、素晴らしい言葉です。「夢より声を大きく」とは普通いいません。「声は小さくと

も夢は大きく」というのが普通でしょう。そこを敢えていっているところにこの言葉の素晴らしさが

あると思います。 

  「声は大きく」は落語家の方にとっては必須の能力でしょう。でも、円窓師匠は、落語家のみなら

ず、普遍的な人間の有り様をいっているのです。私も全く同感です。人が声を出すのは、独り言の場

合もありますが、ほとんどの場合聞いてほしいからです。自分には伝えたい何かがあって、それを、

伝えたい人にしっかりと受け取ってほしいからです。学校では【声の物差し】【発表のルール】など

を教室に掲示し、時と場合による声の出し方を学習させています。それぞれの場合における必要な声

の音量をしっかりと出してほしいからです。円窓師匠の「声は大きく」は、闇雲に大きな声を出せと

いっているのではなく、伝えたい相手に必要かつ十分な声を出してしっかり伝えなさいといっている

のです。本校の子どもたちの現状・表現力をみると、十分とは言えない状態です。 

 そして、さらに、大きな声を出す必要があるときに、大きな声が出せるかという問題があります。

例えば、学芸会など学習発表会や全校での集会、多くの人たちを前に、一人で必要かつ十分な音量を

出すためには、どうすればよいのか。それは、「口を大きく開ける」「喉をリラックスさせて声帯を

開く」「腹筋を使って腹から声を出す」そして、「腹だけでなく体全体で声を出す」ということにな

ります。そして、何よりも自分の存在を大衆の前で主張する“張り”をもっているということです。

これができているかいないか、学芸会など学習発表会を参観されたことのある方々はよく分かるでし

ょう。大勢の人たちを前に、大きな声で堂々と台詞を言えた子どもたちを頼もしく思ったことでしょ

う。私たちは、できることなら全員にこの力を身に付けてほしいと取り組んでいます。 

  ほかの学校から、赴任してきたばかりの時に感じることは、石台小の子はおとなしいということで

す。これは実は素晴らしいことなのです。逆に考えてみれば分かりますが、おとなしくさせようと思

っても、そうでない子をおとなしくさせることは至難の業です。だから、落ち着いた、秩序正しい子

どもたちという校風があることは、とても素晴らしいことです。しかし、一方では、自分のいいたい

ことをはっきりと言えないとか、自分に自信がもてなくて、自分を出せないでいるからおとなしく見

えるとしたらどうでしょう。そういう子どもたちに「夢は大きく、声はもっと大きく！」と語りかけ

ていきたいと思います。返事、挨拶はその突破口です。私はこれからも全校朝会等で語っていきたい

と思います。 
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●３年生の社会科見学 
 とても楽しみにしていた社会科見学。初 
めてのバスでのお出かけに３年生の子供た 
ちはワクワクする気持ちを抑えられない様 
子でした。 
ふるさと文化館、防災学習センターに行 

きました。ふるさと文化館では、昔の道具 
や生活の様子、古民家の中を見学しました。
便利になった道具が当たり前の今の子供た 
ちにとっては一見不便に見える道具や生活 
も、たくさんの知恵や工夫によってできて 
いることを学んでいました。 
 防災学習センターでは、起震車体験、消 
火器訓練を行いました。特に起震車の揺れの
強さに驚き恐れていました。これが本当に日 
常の生活を襲ったら・・・と想像して「自 
分ごと」に感じていました。 
体験することでしか味わえない学習を社 

会科見学でできて、とても有意義な一日と 
なりました。 
 

●４年生の社会科見学

 
 ４年生は、中央防波堤埋め立て処分場に見
学に行きました。年度当初の計画では、浅草
にも行く予定でしたが、感染予防のために急
遽、予定変更となりました。浅草見学はでき
ませんでしたが、初めてのバスでの社会科見
学に、前日から「楽しみだね。」と期待を膨
らませていました。バスの中では、ガイドさ
んが東京の有名な建物などについてお話し
てくださいました。「おお！」と歓声をあげ
て東京見学を楽しみました。中央防波堤埋め
立て処分場では、静かに話を聞き、熱心に分
かったことをカードに記録し、しっかり学習
し立派でした。見学後には代々木公園でお弁
当を食べました。美味しいお弁当を食べ、公
園で少しのんびりし、笑顔いっぱいの４年生
でした。 

 

日 曜 
時

程 
３月の予定 相談室 

1 火 Ｂ ３・４年保護者会 ▲ 

2 水 Ｂ １・２年保護者会 ● 

3 木 Ａ 安全指導  

4 金 Ａ 児童集会  

5 土    

6 日    

7 月 Ａ 放送朝会 委員会活動 ● 

8 火 Ｂ  ▲ 

9 水 Ｂ  ● 

10 木 Ａ 児童集会 平和を考える日  

11 金 Ａ 音楽集会 ● 

12 土    

13 日    

14 月 Ａ 放送朝会 セーフティ教室（４・５年） ● 

15 火 Ｂ  ▲ 

16 水 Ｂ  ● 

17 木 Ａ 遠足（５年）  

18 金 Ａ 児童集会 ● 

19 土    

20 日    

21 月  春分の日  

22 火 Ｂ 放送朝会 給食終  

23 水 Ｂ 大掃除  

24 木 Ｂ 修了式 卒業式予行（５年生参加）  

25 金  卒業式  

26 土  春季休業始  ～ ４月５日  

27 日    

４月５日（火） 
新６年生 入学式等準備 

（９：００～１０：３０） 
 

４月６日（水） 始業式 入学式  

 

３月の生活目標               

  １年間のまとめをしよう 

※避難訓練は、自ら行動できるようにするため、

日時は知らせずに行います。 
▲スクールカウンセラー 開室日 ●心のふれあい相談員   開室日 


